
（デジアナ７ch、デジタル12ch）

図書館だより

休館日

市立図書館　本館（広見） ☎625120
帷子分館 ☎658530
桜ケ丘分館 ☎643473

11／17（土）～23（金）

★タウン情報

11／24（土）～30（金）

★レッツゴー！市役所

●GO!GO!ミナモぎふ清流国体⑩
　　　　

●好きなのはカニダー
　　　　

月～金曜日　7:30・12:00・17:00・19:00・21:00・22:00
土・日曜日　7:30・12:00・14:00・19:00・20:30・22:00

※番組の内容や時間は変更することがあります。
※デジタル12chのデータ放送で、市政情報も発信しています。

新しく入った本
『彼女の時効』 新津きよみ／著（光文社）
『ならずものがやってくる』
ジェニファー・イーガン／著　谷崎由依／訳（早川書房）
『低線量汚染地域からの報告
チェルノブイリ26年後の健康被害』
馬場朝子、山内太郎／著（NHK出版）

『ともだちできたよ』
こみねゆら／絵　内田麟太郎／文（文研出版）
『おとうさんはうんてんし』
鈴木まもる／絵　平田昌広／作（佼成出版社）
『ABCの本　あなたがつくるABCのおはなし』

杉田豊／作（講談社）

【
一
般
書
】

【
児
童
書
】

放送時刻

11／3（祝）～9（金）

★市長の部屋から

11／10（土）～16（金）

★レッツゴー！市役所

●市民みんなでいじめをなくそう
　　　　

●環境まちづくりを考えよう
　　

本館・分館共通 毎週月曜日、11/30（金）
桜ケ丘分館の臨時休館 11/4（日）

展示のご案内
本館　～11／18（日）
「読書週間特集・岐阜県出身の作家の本
＆ルリユール」展
10月27日～11月９日は読書週間です。

身近な作家の本を手に取ってみません
か？岐阜県出身の作家をパネルで紹介し
ます。また、ルリユール（もう一度糸で綴じ
る、という意味の仏語。上質な製本方法で
す）作品の展示もします。

11／20（火）～29（木）
「手づくり絵本大賞受賞作品」展

「プレゼント」または「バラ」をテーマにし
た手づくり絵本大賞の受賞作品です。
帷子分館　～11／29（木）
「ベストセラー・ロングセラー」展
過去数十年のベストセラーの歴史をた

どりました。あなたがもう一度読みたい本
はどれですか？

かにっ子タイムクリスマス特集
人形劇団パンの楽しい人形劇！
期日　12月８日（土）
時間　午後２時から３時
場所　図書館本館
出演　人形劇団パン
内容　「おおかみと７匹の子ヤギ」

「ゆかいなパペットショー」ほか
申し込み不要

たにざき ゆ い

やまのうちこともばば

た ろうりん

た ゆたかすぎ

だうち

きすず まさ ひろ こう せいだひら

た ろう

つにい

昨年の様子

10月４日～６日に可児市において開催され
たゴルフ（女子）の様子や結果、これまでの
取り組みなどを振り返ります。今回が最終回
です。

市では、学校教育力向上事業に取り組んで
います。この事業がどのようなものか、また、
何のために行われるのか？カニダーが調査し
ます。

10月３日から「可児市子どものいじめの防
止に関する条例」が施行されました。今なぜ
この条例が作られたのか、また、主なポイン
トを紹介します。

11月23日は可児市里山の日です。当日、
我田の森（久々利）ではさまざまなイベント
が開催されます。このような里山体験による
環境まちづくりについて考えます。

施
策
や
考
え
を
発
信

施
策
や
考
え
を
発
信

市
長
の

部
屋
か
ら

市
長
の

部
屋
か
ら
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記念冊子「オーイしんちゃん」

好評発売中！

編集後記 

広報かには、ボランティアグループ「音訳・ヴォイスの会」の皆さんにより
音訳されています。音訳版を希望する人は、図書館本館へご連絡ください。

先日、約 20 年ぶりに小学校時の
同窓会が行われました。久しぶりに
会う同級生たちと思い出話に花を咲
かせようと、わくわくしながら会場
に向かいました。しかし、その夢は
開始 30分で見事に打ち砕かれます。
私が市の職員ということが分かる
とありがたい苦情・ご意見の数々…。
その中で「可児市の財政は大丈夫
か？」という質問もありました。
今月号で特集したように、現在の
ところ市の財政は健全と言えます。
しかし、今後は高齢化による社会保
障費の増加、公共施設の老朽化に伴
う補修費などが必要になってきます。
その日、お酒を酌み交わした同級
生世代が、市の将来を真剣に考えな
くてはいけない時期が来ています。
� （智）

日
本
が
世
界
に
誇
る
総
合
芸
術
「
茶

の
湯
」
の
文
化
。
茶
室
、
庭
園
、
書
画
、

生
け
花
、
茶
器
、
和
菓
子
、
そ
し
て
装

い
、
作
法
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
日
本
芸

術
が
、
見
事
な
調
和
を
見
せ
て
く
れ
ま

す
。
安
土
桃
山
時
代
、
こ
の
文
化
の
確

立
に
向
け
て
大
き
な
役
割
を
担
っ
た
の

が
、黄
瀬
戸
、瀬
戸
黒
、志
野
、織
部
と
い

っ
た
、
４
０
０
年
以
上
も
前
に
可
児
市

で
焼
か
れ
て
い
た
茶
陶
の
名
品
で
す
。

こ
れ
ら
の
茶
陶
は
瀬
戸
で
焼
か
れ
て

い
た
と
い
う
、
そ
れ
ま
で
の
定
説
を
覆

し
た
の
が
、
人
間
国
宝
で
、
可
児
市
名

誉
市
民
で
も
あ
る
荒
川
豊
蔵
氏
で
す
。

氏
が
、
久
々
利
大
萱
で
発
見
し
た
陶
片

は
、
歴
史
に
残
る
世
紀
の
大
発
見
と
な

り
ま
し
た
。
和
物
の
茶
碗
で
日
本
の
国

宝
と
な
っ
て
い
る
の
は
二
つ
だ
け
で
す

が
、
そ
の
一
つ
「
卯う
の

花は
な

墻が
き
」
は
、
可
児

市
大
萱
の
牟む

田た

洞ぼ
ら

窯が
ま
で
焼
か
れ
た
も
の

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
大
平
・
大
萱
地

区
が
、「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
と
さ

れ
る
由
縁
で
す
。

豊
蔵
氏
が
収
集
し
た
書
画
や
国
内
外

の
古
陶
磁
器
、
自
作
の
茶
陶
、
皿
や
鉢

な
ど
、
貴
重
な
芸
術
品
が
収
蔵
公
開
さ

れ
て
い
る
「
豊
蔵
資
料
館
」。
こ
の
度
、

９
億
円
を
超
え
る
と
評
価
さ
れ
て
い
る

収
蔵
品
を
、
土
地
建
物
と
併
せ
て
、
可

児
市
に
ご
寄
付
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

こ
の
地
は
、
４
０
０
年
前
に
国
宝
を

生
み
出
し
た
窯
跡
を
含
め
、
当
時
、
第

一
級
の
芸
術
活
動
が
さ
れ
て
い
た
空
気

を
感
じ
る
こ
と
の
で
き
る
、貴
重
な「
景

色
」を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

こ
の
地
は
今
な
お
、
多
く
の
芸
術
家
を

集
め
る
パ
ワ
ー
を
感
じ
さ
せ
ま
す
。
人

間
国
宝
の
加
藤
孝
造
氏
を
は
じ
め
、
多

く
の
陶
芸
家
が
活
動
さ
れ
て
い
ま
す
。

陶
芸
家
以
外
で
も
、
自
然
と
人
と
の
共

生
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
「
丘
」
を
制
作
い
た

だ
い
た
、
日
本
を
代
表
す
る
彫
刻
家
神

戸
峰
男
氏
も
、
こ
の
地
に
移
り
住
ん
で

芸
術
作
品
を
生
み
出
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
種
痘
や
雌
し
べ
、
雄
し
べ
、
花
粉

の
命
名
で
も
有
名
な
理
学
博
士
伊
藤
圭

介
、
母
子
手
帳
の
先
駆
け
と
な
る
「
ベ

ビ
ー
ブ
ッ
ク
」
出
版
で
活
躍
さ
れ
た
海

老
衣
子
、
サ
ク
ラ
イ
ソ
ウ
の
研
究
で
著

名
な
加
藤
新
市
、
勤
皇
の
志
士
西
山
謙

之
助
な
ど
、
日
本
の
近
現
代
史
に
名
を

残
す
多
く
の
人
物
も
、
久
々
利
の
地
に

ゆ
か
り
が
あ
り
ま
す
。

「
美
濃
桃
山
陶
の
聖
地
」
は
、
同
時

に
長
い
歴
史
を
経
て
今
に
続
く
、「
芸

術
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。
私
は
、
こ
の
地
を
多
く
の

方
々
が
訪
れ
、
そ
の
力
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
場
所
に
し
て
い
き
た
い
と
願
っ

て
い
ま
す
。

「
芸
術
の
パ
ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
」

人間国宝　加藤孝造氏

昭和５年、荒川氏が大萱で発見した筍
たけのこ

絵
え

陶片

４００年のパワーを感じる牟田洞窯跡地


